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1993年 水 稲 冷 害 の 実 態 と 解 析

第1報 出穂遅延と不稔発生の実態
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1 は じ め に

平成 5年 (1993年)は春以降の天候が不順で,低温・ 日

照不足・長雨が続き,稲作期間中に「低温注意報Jが 6回 ,

「日照不足に関する気象情報」が 5回出され,更に, 8月
上・中旬には秋田地方気象台観測史上第 3位の低温になる

など記録的な異常気象に見舞われた。このため,水稲は生

育や出穂の大幅な遅れによる遅延型と,穂ばらみ期や出穂・

開花期の異常低温による障害型があわさった冷害になり,

更に,穂いもちの多発により「作況指数83」 の「著しい不

良」となった。ここでは,平成 5年の稲作期間中の気象と

過去の不作・凶作年の気象を比較し,出種遅延及び障害不

稔の発生実態を明らかにした。

2試 験 方 法

に)平成 5年稲作期間の気象の特徴
平成 5年稲作期間の気象と明治19年以降作況指数98以下

の不作・凶作年 (過去33ケ年)の気象を比較した。ただし,

昭和55年の全県の作況指数は99で あったが,県北が79の

「著しい不良Jであったことから解析に加えた。

1)気象データ:秋田地方気象台が明治15年から発表
した気象観測値を使用。

2)作柄の資料 :東北農政局秋田統計情報事務所が昭
和28年から発表した作況指数と,加藤正一氏が明治19年か

ら「米の単収と豊凶」をとりまとめた資料を参照。

佗)出穂期の推定
平成 5年の秋田県メッシュ気象情報を基に発育ステージ

予測モデルにより出穂期をメッシュごとに推定した。

(3)障害不稔の発生調査

農業試験場で「低温異常気象対策J検討チーム稲作班を

編成し,現地の実態等について調査した結果をとりまとめ

た。

3 試験結果及び考察

0)平成 5年稲作期間の気象の特徴
1)平成 5年の作況指数83は ,東北農政局秋田統計情

報事務所が昭和28年から作柄状況を発表して以来最低であっ

た。加藤正一氏が発表した昭和27年以前の作柄と現在の作

況は直接比較することはできないが,明治19年～昭和27年

までの指数を含めると低い方から第 7位であった。

2)平成 5年の気象を月別にみると,6月 の平均気温
180℃は,明治19年以降作況指数98以下の不作・ 凶作年に

比較 (以下同様に比較した)すると低い方から第19位,日

照時間は127時間で少ない方の第 1位であった。 7月 の平

均気温は211℃ で低い方から第11位,日照時間は13時間で

少ない方から第10位であった。 8月 の平均気温は219℃ で

低い方から第 3位 ,日 照時間は165時間で少ない方から第

5位であった。

3)こ れを水稲の栄養生長期間である6月 ～8月 の3
ケ月間でみると,平均気温は203℃で低い方から第 3位 ,

日照時間は429時間で少ない方の第 1位であった。平成 5

年の気象は6月 ～8月 にかけて極端な日照不足と低温に特

徴づけられ,過去の冷害年をしのぐ稲作期間の気象であっ

た。

2)出穂期の推定
1)田植以降の低温・日照不足により生育が遅延し,

出穂盛期は全県平均で平年に比較して9日遅い8月 17日で

あった。 7月下旬から8月 中旬の長期にわたり最低気温が

17℃を下回る日が連続し,幼穂形成期,現数分裂期に遭遇

したところでは出穂期を大幅に遅らせ,平坦部のあきたこ

まちでは8月 13日～20日 ころ,ササニシキでは16日～17日

ころとなり山沿い山間部のあきたこまちやたかねみのりで

は8月 25日以降に出穂し,中では9月 に入ってから出穂を

向かえた地域もあった。

2)メ ッシュ気象情報を利用し,発育ステージ予測モ

デルにより推定した出穂期は,県北部及び中・山間高冷値

で8月 21日以降に出穂する場所が多く,予測でも出穂遅延

が明らかであった。

6)障害不稔の発生調査
1)8月 上旬には最低気温が17℃を下回る日が続き,

自檸や障害不稔の発生が県内一円にみられ,不稔率が15%

以上の発生面積は48%に達した。

2)県北部及び標高llXl～ 150m地帯ではあきたこまち
の出穂遅延や不稔の発生が多い。県北部の標高150～ 200m
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表 1 不作・凶作年 (作況指数98以下)の気象

注 昭和55年以前の日照時間はジョルダン日照計により測定し,回転式日照計に補正した数値(秋田地方気象台発表)。
本年の1慣位は不作・凶作年の数値又は観測値の低い順序。

輻 は平成5年の数値又は観測値以下の年を示す。
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以上及び県南部の奥羽山地と出羽丘陵の標高200m以 上の

地帯では出穂遅延と不稔の発生が著し 、ヽ 標高200～300m

地帯ではたかねみのりでも不稔の発生が50%以上になり,

標高300m以上になると出穂遅延と障害不稔の影響で,収

穫はほとんど皆無に近い状態であった。

4 ま と め

平成 5年の気象は6月 ～8月 にかけて極端な日照不足と

低温に特徴づけられ,更に,8月上旬には最低気温が17℃

を下回る日が続いた。出穂盛期は全県平均で平年に比較し

て9日遅く,自檸や障害不稔の発生が県内一円にみられ ,

不稔率が15%以上の発生面積は48%に達し,過去の冷害年

をしのぐ稲作期間の気象であった。
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図 1 主要集落の標高・緯度と障害不稔程度
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